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近年、「キャッシュレス」という言葉をよく
耳にする。スマートフォンの普及に伴い、
キャッシュレスについてのCMや広告が増え、日
本政府も消費者還元事業を行っており、日本国
内でキャッシュレス化の機運が高まっていると
言える。しかし、日本のキャッシュレス普及率
は他国と比べ高いとは言えない。
そこで 、現在よりも日本でキャッシュレス決済を普
及するための方法を考察していく。

これからの日本政府には、大企業はもち
ろん、中小企業や小売店との連携を積極的
に図るための政策、また、国民の意識を脱
現金に向けるための大胆な政策をとる必要
があると考える。私たちは、韓国のように
キャッシュレス決済を行うことにより国民
に大きなメリットが生じる制度を企業との
連携の元に作ることを具体的かつ現実可能
な政策として提案する。
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海外の現状

韓国では所得控除政策により現金で支払うよりも、
クレジットカードで支払ったほうが、国民が収めなけ
ればならない税金の金額が少なくなっている。また、
宝くじ参加権の付与により、消費者が店舗でクレ
ジットカード決済をした際に、その購入額が1,000円

を越えると、レシートに宝くじの抽選番号が付与され、
その当選金である一億八千万円が手に入る可能性
がある。

スウェーデンでは脱現金化が進んでおり、北欧ゆ
えに冬季の現金輸送にコストがかかることに加え、
90年代初頭の金融危機を契機に、国を挙げて生産

性向上に努めてきた。また、国だけでなく、企業も可
能な限り現金を使わないような環境を整備している。

日本でキャッシュレス化が進まない理由として現金
への信頼性が高いことが挙げられる。日本国内は治
安が良く偽札が少ないことによりキャッシュレスに
頼る必要がない。また、キャッシュレス決済が使え
る店舗が限られていることも大きな要因の一つだ。
右の図から、地域格差があることもわかる。都市部
ではキャッシュレス決済の加盟店などが多く、交通
網も発達していることからキャッシュレス決済やIC
カードの使用者が多くいることがわかる。
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